
福井県衛生環境研究センター研究員活動報告 概要 

 
発表演題名 市販鶏肉から分離されたサルモネラの血清型、薬剤感受性および遺伝子型

学会名 平成 20年度日本獣医師会 年次大会（岩手） 
発表者名 山崎 史子（保健衛生部） 

開催場所 盛岡市（アイーナ/マリオス） 

開催日時 平成 21 年 1 月 22 日（木）～24 日（土） 

発表内容 地区学会賞受賞講演を行った。 
2007年 4月から 10月に福井市内で購入した市販鶏肉 64検体（国内産

48 検体および外国産 16 検体）を検査したところ、国内産 38 検体および
外国産 3 検体の計 41 検体（64%）からサルモネラが検出された。国内産
はすべてチルド製品で、外国産は冷凍あるいは解凍した製品であり、今回

の調査では国内産チルド製品のサルモネラ汚染が高率であることが示唆さ

れた。検出された血清型は Salmonella Infantis（S. I）が半数以上を占め、
他の報告と同様に優位な血清型であることが確認された。分離株のうち 65
株について 12 種類の薬剤を用いた薬剤感受性試験を実施したところいず
れかの薬剤に耐性を示した株は 62株（95.4%）で 4剤以上の薬剤に耐性を
示した株は 41株（63.1%）でそのうち 27株は S. Iであった。薬剤別の耐
性率は TC、SM、Suで 80%前後と高く、これらは抗生物質動物用医薬品
の中で（2001年）、鶏における販売量が他の家畜に比べ多い薬剤であった。 
分離株数の多かった S. Iの 28株を制限酵素 XbaⅠおよび BlnⅠを用いて、
パルスフィールドゲル電気泳動（PFGE）を実施したところ、非常に類似
したパターンを示した。購入店舗によっては購入日が異なっても、同一の

PFGEパターンが確認され、産地～流通経路～店舗のいずれかで汚染が定
着している可能性が示唆された。 
感染症情報センターの集計によれば、鶏肉を高率に汚染している S. Iは

ヒトでの検出数は近年上位 5位以内に入っていること、分離株は多剤耐性
を示したことから、鶏肉の取扱いには十分注意すべきであると思われる。 

 
 
 
 
 


